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文責：校長 
☆第２回学校評価の結果について報告します☆ 

学校評価アンケート(第２回)がまとまりましたので以下に報告いたします。保護者の皆様には、アンケ

ートへのご協力大変ありがとうございました。 

【生徒アンケートの結果】（右の「増減」は、第１回の達成率との設問ごとの増減を示す） 
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【保護者アンケートの結果】（右の「増減」は、第１回の達成率との設問ごとの増減を示す） 
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＜結果の分析＞ 

○生徒、保護者ともに「家庭での学習習慣」と「自分に自信をもっているか」(自己肯定感)について達成率が低い傾

向にあります。学習習慣に関する保護者アンケートでは 2 年生が 50％を切る達成率でした。学校では、家庭学習の

大切さややり方等の指導を徹底していきたいと考えます。「自己肯定感」の低さについては、毎年の課題です。自己

肯定感は、成長のエネルギーになりますので、生徒の自己肯定感を高める働きかけを今まで以上に意図的に行ってい

きたいと考えます。 

○「将来の夢や進路」について考えたり、家の人と話したりしている生徒が、１，２年生で少ないです。3 年生も進

路決定の時期の割には肯定的な回答は低めといえます。将来の夢や希望をもつということは、頑張るエネルギーにな

ります。この結果と、「自己肯定感」の低さは連動していると考えますので、機会あるごとに夢をもつことの大切さ

に気付かせる働きかけや、賞賛する、認めるなどの働きかけを全職員で意図的に行っていきたいと思います。 

○「いじめ、仲間はずれのない人間関係」について、特に保護者アンケートで肯定的な回答率の低下がみられまし

た。学校ではいじめ等の未然防止に努めるとともに、早期発見、早期対応の徹底を心がけています。しかし、いじめ

等は大人に気付かれないようにやるのが常で、発見が遅れることもあります。ご家庭でそのような情報をキャッチさ

れた場合は、躊躇なく学校に連絡をいただけると大変助かります。よろしくお願いします。 


